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規
　
　
　
則

○
福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
然
環
境
課
）
…
…
…
…
…
一

　
　
　
　

収
用
委
員
会

○
福
岡
県
収
用
委
員
会
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　

（
用　

地　

課
）
…
…
…
…
…
一

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
五
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
三
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構

　

第
十
五
条
第
一
号
中
ウ
を
ヰ
と
し
、
ニ
か
ら
ム
ま
で
を
ホ
か
ら
ウ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

　　

ニ　

境
界
標
（
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
第
七
十
七
条
第
一
項
第

九
号
に
規
定
す
る
境
界
標
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
ノ　

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第

七
十
五
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
（
以
下
「
認
定
保
護
増

殖
事
業
等
」
と
い
う
。
）
の
実
施
の
た
め
に
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
　

オ　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
生
態
系
に
対
す
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
観
測
機
器
又
は

標
識
、
く
い
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
　

ク　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律

第
七
十
八
号
）
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
来
生
物
（
以

下
「
特
定
外
来
生
物
」
と
い
う
。
）
の
防
除
の
た
め
に
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
観
測
機
器
又
は
標
識

、
く
い
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
五
号
ヘ
中
「
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
」
を
削
り
、
同
号
中
へ
を
チ
と
し
、

ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

へ　

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
環
境
大
臣
の
許
可
に
係
る
木
竹
で
あ
つ
て
、
同
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
内
希

少
野
生
動
植
物
種
又
は
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
指
定
種
に
係
る
も
の
（
同
法
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
を
伐
採
す
る
こ
と
。

　
　

ト　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
七
号
チ
中
「
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
」
を
削
り
、
「
緊
急
指
定
種
に
係
る
も

の
」
の
下
に
「
（
同
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え

、
同
号
中
ヲ
を
ワ
と
し
、
ル
を
ヲ
と
し
、
ヌ
を
ル
と
し
、
同
号
リ
中
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の

増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
リ
を
同
号
ヌ
と
し
、
同
号
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

リ　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
一
号
中
「
ロ
か
ら
へ
ま
で
」
を
「
ロ
か
ら
チ
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

　
　

ホ　

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
環
境
大
臣
の
許
可
に
係
る
行
為
（
同
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る

行
為
を
含
む
。
）

　
　

へ　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
の
行
為

　

第
二
十
一
条
第
一
号
イ
中
「
ツ
、
ラ
及
び
ム
」
を
「
ネ
、
ム
及
び
ウ
」
に
改
め
る
。
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第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
、
同
項
第
一
号
中
「
届
出
者
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
者
」
と
」
を
削
り
、

「
「
自
然
環
境
の
破
壊
の
防
止
策
」
」
を
「
「
自
然
環
境
の
破
壊
の
防
止
策
及
び
」
」
に
、
「
「
自
然

環
境
の
保
全
対
策
及
び
生
活
環
境
の
保
全
対
策
」
」
を
「
「
自
然
環
境
及
び
生
活
環
境
の
保
全
対
策
並

び
に
」
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
自
然
環
境
の
保
全
対
策
及
び
生
活
環
境
の
保
全
対
策
」
を
「
自

然
環
境
及
び
生
活
環
境
の
保
全
対
策
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
収
用
委
員
会
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
収
用
委
員
会
会
長　

安　

部　

尚　

志

福
岡
県
収
用
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

福
岡
県
収
用
委
員
会
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

  

福
岡
県
収
用
委
員
会
運
営
規
則
（
昭
和
六
十
年
福
岡
県
収
用
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

委
員
会
は
、
起
業
者
、
土
地
所
有
者
、
関
係
人
又
は
準
関
係
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は   

　

委
員
会
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
審
理
録
の
写
し
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附
　
則
　

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

  


